
                                     

中
央
北
地
区
で
の
ひ
ど
い
税
金

の
使
い
方
が 

①
た
つ
の
市
へ
理
由
も
な
い
の
に 

県
か
ら
９
千
万
円
補
助
金
を
受 

け
、
市
が
９
千
万
円
加
算
し
て 

た
つ
の
市
へ
支
出
。 

②
た
つ
の
市
で
操
業
す
る
企
業
に
、

移
転
補
償
と
廃
業
補
償
、
二
重
の

補
償
お
こ
な
い
、
本
来
２
億
の
補

償
額
が
２
６
億
に
１
３
倍
も
の

補
償
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

③
本
来
必
要
の
な
い
計
画
区
域
周

辺
の
業
者
１
７
社
へ
の
補
償
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
補

償
基
準
の
決
め
方
は
、
皮
革
組
合

に
ま
る
投
げ
、
組
合
へ
の
貢
献
度

に
よ
り
組
合
の
判
断
で
補
償
額

が
決
め
ら
れ
る
。
公
共
事
業
の
あ

り
か
た
の
基
本
を
崩
す
も
の
で

す
。 

そ
の
額
１
億
９
２
０
０
万
円 

 

②
市
が
多
額
の
出
資
で
設
立
し
た 

第
３
セ
ク
タ
ー
の
都
市
開
発
Ｋ
Ｋ
、 

パ
ル
テ
ィ
川
西
、
会
社
を
立
ち
上
げ 

る
上
で
、
市
長
や
助
役
が
社
長
に
。 

し
た
が
っ
て
給
料
も
支
払
っ
て
い 

ま
せ
ん
。
市
に
は
株
主
配
当
も
あ
り 

ま
せ
ん
。
退
職
時
に
、
慰
労
金
と
し 

て
渡
さ
れ
て
い
る
問
題
で
は
委
員 

会
と
し
て
適
切
で
な
い
と
特
別
決 

議
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

公
共
事
業
に
伴
う 

不
透
明
な
代
替
土
地
問
題 

今
ま
で
単
車
の
駐
車
場
に
し
て
利 

用
し
て
い
た
駅
前
の
１
等
地
、
い 

ま
ま
で
代
替
地
だ
と
報
告
も
し
た 

こ
と
な
い
、
む
し
ろ
屋
根
も
つ
け 

改
善
を
進
め
る
論
議
が
行
わ
れ
て 

い
ま
し
た
。
突
然
今
に
な
っ
て
約 

束
が
あ
っ
た
と
し
て
売
り
払
い
ま 

し
た
。 

議
会
に
情
報
を
公
開
も
せ
ず
。
委

員
会
で
執
拗
に
要
求
し
て
や
っ
と

資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
は
、
市
政
へ
の
不
信

は
つ
も
る
ば
か
り
で
す
。 

 

◎
開
発
関
連
で
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い 

予
算
の
使
い
方
を
し
な
が
ら 

財
政
が
大
変
だ
と
「
Ｓ
Ｒ
作
戦
」 

と
の
名
前
で
職
員
の
削
減
、
使 

用
料
・
手
数
料
の
引
き
上
げ
、 

市
民
福
祉
の
後
退
で
す
。 

Ｓ
Ｒ
作
戦
で
の
削
減
額
は
６
億

を
超
え
ま
す
。 

◎
教
育
現
場
で
、
見
返
り
が
な
い

と
で
き
な
い
？
？ 

中
学
校
で
光
熱
水
費
が
昨
年

よ
り
６
５
４
万
５
千
円
節
約
し

た
、
す
る
と
そ
の
が
ん
ば
り
に

対
し
て
、
２
８
４
万
７
千
円
、

４
０
％
ほ
ど
を
、
ご
ほ
う
び
と

い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
、
予
算

を
わ
た
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

で
も
同
様
の
事
が
。 

 

能
勢
口
駅
周
辺
再
開
発
ビ
ル

支
援
で
こ
ん
な
事
が 

 

①
ア
ス
テ
ホ
ー
ル
借
り
上
げ
、
む

だ
な
使
い
方
を
し
て
い
る
問
題 

 

１
日
１
０
万
円
で
７
２
日
間
、
一 

時
借
り
上
げ
。
ビ
ル
経
営
が
大
変 

で
、
市
と
し
て
支
援
す
る
、
そ
の
内 

容
が
こ
の
７
２
日
間
の
借
り
上
げ 

料
と
し
て
出
発
し
た
と
考
え
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
理
由
は
変
わ
っ
て
い 

な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
在 

の
理
由
は
、
会
場
が
尐
な
く
、
必
要 

だ
か
ら
借
り
上
げ
て
い
る
、
と
言
い 

ま
す
が
、
し
か
し
使
用
実
態
は
、
自 

立
し
て
い
る
団
体
や
、
１
日
、
朝
か 

ら
夜
ま
で
の
会
合
で
な
く
と
も
１ 

０
万
円
の
会
場
利
用
、
広
い
会
場
に 

尐
な
い
人
数
の
会
合
も
、
な
ど
な 

ど
、
７
２
日
を
消
化
す
る
た
め
に
使 

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
、
そ
れ 

な
の
に
需
要
は
７
２
日
で
は
不
足 

だ
と
い
う
当
局
に
対
し
て
正
す
よ 

う
に
追
求
、
改
め
る
と
発
言
さ
せ
ま 

し
た
。 
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０
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
１
０
月
３

日
か
ら
１
０
日
に
開
催
。
２
５
・
２
６
の
２
日
間
臨
時
市
議
会
を
開
催
、 

決
算
の
討
論
・
採
決
、
そ
し
て
議
会
改
選
１
年
、
議
長
は
じ
め
所
属
委
員

会
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

中央北地区整備事業（平成１７年度～平成１８年度分）
１，用地・補償 23,179

用地の部 補償の部 小計
①都市開発資金分 4,079 2,414 6,493
②土地開発公社買戻分 7,573 0 7,573
③皮革工場等移転事業 0 8,930 8,930
④皮革関連業種補償事業 0 183 183
小計 11,652 11,527 23,179

２，その他の主な支出 1,457
744
192
162
390
430
430
103
39
64

180
180

合　　　　計 24,636

　①整備工事（市民広場等）
　②維持管理工事（フェンス設置等）
その他

（単位：百万円）

　①たつの市への支援金

委託料
　①まちづくり計画
　②物件調査
　③整備公社

　①工場跡地等
賃借料

工事費

０６年度決算に対する態度一覧
番号 議案名 日本共産党 連合市民ク 市政会 公明党 智政会 自治市民ク 無所属

1 Ｈ１８年度一般会計決算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
2 Ｈ１８年度国民健康保険事業会計決算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
3 Ｈ１８年度老人保健事業会計決算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
4 Ｈ１８年度農業共済事業決算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
5 Ｈ１８年度下水道事業会計決算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
6 Ｈ１８年度介護保険事業会計決算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
7 Ｈ１８年度用地先行取得事業会計決算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

川西市への影響
１，国庫補助・負担金の削減 削減額（千円）
児童扶養手当給付費負担金（３／４→１／３に） 190396
児童手当国庫負担金（２／３→１／３に） 123506
農業委員会交付金 191
老人日常生活用具給付事業補助金（２／３→０） 252
在宅老人介護手当補助金（１／２→０） 520
農業共済事業事務費負担金（定額→０） 3785
合計 318650

２，税源移譲 376984

３，地方交付税の見直しによる減 98682

差し引き削減額合計 40348

学校の増築事業で国が補助金を少なくした 29800

自民・公明政権による三位一体改革の市民への影響
人数 増税額（千円）

定率減税縮減 68877 317202
老年者控除廃止 9181 161743
６５歳以上公的
年金控除廃止

12393 85448

その他 29558 49820
合計 614213

退
職
慰
労
金 

 

増税 

６億円 

２４６億円も 

になります 

当初５４億円

が８９億円に 



     

選
挙
結
果
と
経
緯 

議
長
選
挙 

 

立
候
補
は
、
大
塚
議
員
・
土
田
議

員
で
投
票
の
結
果
は
２
９
人
出
席

で
４
対
２
５
で
土
田
議
員
が
当

選
。 

副
議
長
選
挙 

 

立
候
補
は
土
谷
議
員
・
前
田
議

員
・
上
馬
議
員
・
岩
田
議
員
で
し

た
。
長
い
間
話
し
合
い
が
続
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
前
田
・
上
馬
議

員
が
辞
退
し
選
挙
に
な
り
、
４
対

２
５
で
岩
田
議
員
が
当
選
し
ま
し

た
。 

 

平
成
１
７
度
か
ら
国
民
健
康
保 

険
税
の
課
税
方
式
が
、
市
民
税
所

得
割
課
税
方
式
か
ら
旧
但
し
書
方

式
に
替
わ
り
、
医
療
給
付
費
分
、

介
護
給
付
費
分
で
大
幅
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
激
変

緩
和
措
置
が
と
ら
れ
た
も
の
の
、

平
成
１
８
年
度
決
算
は
１
７
年
度

と
比
べ
て
１
億
２
１
０
０
万
円
の

負
担
増
で
す
。
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
高
額

の
国
民
健
康
保
険
税
が
、
よ
り
多

く
の
滞
納
者
を
つ
く
り
だ
し
て
い

ま
す
。
短
期
被
保
険
者
証
の
発
行

が
１
，
２
０
１
件
、
資
格
証
明
書

の
発
行
が
１
２
０
件
と
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
手
元
に
保
険
証
が

な
い
生
活
は
不
安
と
同
居
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。 

滞
納
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
こ

と
、
公
費
負
担
を
増
や
す
こ
と
こ

そ
必
要
で
す
。
国
の
負
担
割
合
と
、

一
人
当
た
り
の
繰
り
入
れ
が
年
々

減
尐
し
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
の

一
繰
入
金
を
増
や
す
こ
と
で
す
。 

 

出
産
育
児
一
時
給
付
金
が
３
０

万
円
か
ら
３
５
万
円
に
増
額
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
し
ま

す
。 

 

監
査
委
員
選
挙 

 

こ
の
役
職
は
市
長
が
推
薦
す
る

も
の
で
、
議
員
協
議
会
に
て
選
挙
さ

れ
議
会
推
薦
人
を
決
め
ま
し
た
。 

 

立
候
補
は
、
黒
田
議
員
・
吉
富
議

員
で
し
た
。
選
挙
の
結
果
は
５
対
２

４
で
吉
富
議
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。 

 

結
果
に
つ
い
て 

 

と
も
か
く
日
本
共
産
党
議
員
に

は
さ
せ
な
い
！ 

シ
フ
ト
が
強
い

の
を
毎
回
経
験
し
ま
す
。 

介
護
保
険
料
改
定
と
い
う
こ
と

で
、
基
準
月
額
が
３
２
０
０
円
か
ら

３
９
０
０
円
に
２
１
．
９
％
の
大
幅

値
上
げ
で
、
２
億
３
６
７
０
万
円
の

負
担
が
増
や
さ
れ
た
内
容
を
含
む

決
算
で
す
。
ま
た
、
徴
収
形
態
も
遺

族
年
金
や
障
害
者
年
金
か
ら
も
天

引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
な
ど
、
ま

っ
た
く
ひ
ど
い
内
容
で
す
。 

平
成
１
７
年
１
０
月
か
ら
の
ホ

テ
ル
コ
ス
ト
、
食
費
、
居
住
費
の
自

己
負
担
の
導
入
で
１
億
９
０
０
０

万
円
の
大
幅
な
負
担
増
で
す
。
一
人

当
た
り
で
は
全
国
平
均
２
１
万
円

に
も
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
弱
者
、
高

齢
者
い
じ
め
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

介
護
施
設
入
居
希
望
者
の
な
か

で
、
今
必
要
と
い
う
人
が
１
８
０
人

待
機
さ
れ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で

す
。
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減
を
行

い
、
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
求
め
討
論
。 
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第６回市議会定例会（１２月議会）
月 日 曜 本会議 委員会 備考

29 木 招集日 議案上程

4 火 本会議 一般質問
5 水 一般質問
6 木 一般質問
7 金 総務委員会

10 月 文教
11 火 厚生経済
12 水 建設

21 金 最終日

12

11

交渉団体名 幹事長名
連合市民クラブ 小山敏明 越田謙治郎 安田忠司 津田加代子 土田 忠 多久和桂子６人
政雲会 宮地尊士 倉谷八千子 上馬　勇 中礼思無哉 松田恭男 久保義孝 ６人
公明党 志水隆司 江見輝男　 平岡 譲 大矢根秀明 岩田秀雄　　 ５人
日本共産党 住田由之輔 大塚寿夫 土谷一郎 黒田美智 ４人
智政会 西山博大 吉富幸夫 梶田忠勝 安田末廣 ４人
自治市民クラブ 北上哲仁 宮坂満貴子 小西佑佳子 ３人
交渉団体無所属 吉田　進 前田　貢 2人

川　西　市　議　会　交　渉　団　体（０７年１０月２９日）
所　属　議　員　名

日本共産党議員団は、議長候補に大塚議員、副議長候補に土谷議員、監査委員候補に黒田議員を候補に

議会運営委員会で話し合いを行いました。しかし、話し合いが平行線で選挙になりました。 


